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葺兄

苑

『諸

国
民

の
官
田
」
の
ダ
ブ

リ

ン
版

に

つ
い
て河

上

肇

ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
の
著

し
た

〉
昌

ぎ
ρ
巳
傷

同旨
8

睾
。
乞
9
二
吐。
雪
α
∩
p
島
窪

o
『
子
①
≦
m巴
けゲ

亀

宕
9
ま
駐

の

ダ
ブ

リ

ン
版

が
、
著
者

の
生
時

に
刊

行

さ
れ

て
る
π

こ
ご
は
、
既

に
或

る
學
者

の
注
意

し
た

こ
こ
ろ
で
あ
る
。
例

へ
ば
、

ボ
ナ

ァ
は

、

ロ
ン
ド

ン
か
ら
出

た

QD
吋
聾
窪

窪
ユ

∩
豊
亀

版

の
ほ

か
に
、

ダ
プ

ソ
ソ
版

の
あ

っ
た

こ
ビ

を
述

べ
て
、

女
の
如

(
育

っ
て
る

る
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Φ
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①
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マ
葺
&
、.
即
o
巳

仔
①
碁チ

国
民

い臣

民
己
。請
・

ま
た

明
治

四
十
四
年

四
月

に
獲
行

さ
れ
た
『
三

田
學

會
雑
誌
」
の

「
ア

ダ

ム
・
ス

ミ
ス
記
念
號
」
に
は
、
小
泉

激
授

の
『
ア
ダ

ム
・
ス
ミ

ス
略
鯨

並

に
国

富
論

詰
版
本

に
就

て
」
ε

い
ふ
論
文

が
載

っ
て
み
る
が
、
そ

の
う
ち

に
も

次
の

の

如

く

述

べ
て

あ

る

。

説

苑

「
諸
副
[民
の
富
」
の
ダ
ブ
リ

ン
版

に
つ
い
て
.

皿弟
十
七
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一
撹

六
九
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六
九
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観

菊

「諸
國
民
の
富
」
の
ダ
ブ
リ
ン
版
に
つ
い
て

第
+
七
巻

〔第
一
號

七
9

七
〇

『
…
…

…
…
北
郷

に
版
糎

を
侵
害

し
て
第

四
版
及

び
第
五
版

を
剽

窃

し
た

u
目
σ
ぎ

亀

ま
房

が
あ

る
。

一
七

八

五
年
並

に

}
七
九
三
年

に
出

版

さ
れ
た
何

れ
も
二
巻

よ
り
成

る
も
の

で
あ

る
。
』

こ
匹
記
事
は
、
或

は
前
掲

の
ボ
ナ

ア
に
擦
ら

れ
π
も

の
か
ε
想
際
す

る
が
、
漱
授

の
同
じ
論
文

の
末
尾

に
あ
る

の

『
附
言
」
に
は
、
更
に
次

の
如
く
述

べ
ら
.れ
て
あ
る
。

「
此
小
丈
を
草
し
終

っ
た
後

で
慶
應
義
塾
圖
書
館
近
着

の
国

富

論

原

本
並
に
其
他
の
珍
貴
な
る
躁
刻
本
を
見

て
、
本
文
に
多
少
の
増
補

ご
訂
正
を
加

へ
る
必
要
を
獲
見
し
π
。
国
富
論
初
版
の
出
た
年
即
ち

一
七
七
六
年

に

早

く
も

∪
`
び
ぎ

に
於
て
醗
刻
本

〔版
権
侵
害
2

)
の
現
は
れ
た
事
實

の
如

き
は
、
此
記
事
を
書
く
に
就
て
参
考

し
た
本
に
は
、
獲
見
す

る
こ
ε
の
出
來
な
か
つ
把
新
知
識
で
み
る
。
』

原
本
の
第

一
版
が
公
に
さ
れ
た
同
じ
年
の

一
七
七
⊥
ハ
年

に
早

く
も
別
に
ダ
プ
リ
ソ
版

の
刊
行
ざ
れ
て
み
だ
こ
ご

を
、
最
初
に
摺
摘
し
陀
も
の
は
、
私
の
知
る
限
り
で
は
、
こ
の
小
泉
鍛
授

の
注
意
書
き
で
め
る
。
因
に
い
ふ
、
當

時
慶
應
義
塾

に
お
い
て
ス
ミ
ス
の
記
念
會
が
催
さ
れ
た
の
は
、

『
慶
應
義
塾
圓
書
館
が
最
近
に
於
て
最
も
珍
ε
す

可
き
國
冨
論
原
本
の
諸
板
並
に
其
他
諸
版
本

の
殆
基

種
類
を
入
手
し
砦

を
好
機
ε
し
て
」
で
あ

っ
て
、記

念

會
は
實

に
此
珍
貴
な

る
書
籍
の
陳
列
展
覧
を
も
其
目
的
の

一
」
ε
し
た
の
で
あ
る
。

さ
　
し
て
其
筈
の
書
籍

の
中

か
ら
、
常
時
小
泉
激
授
は
、『
諸
國
民
の
富
」
の

一
七
七
六
年

の
ダ
ブ
リ
ン
版
を
獲
見
さ
れ
た
も
の
ご
思
は
れ
る
。

そ
の
後
納
十
二
年
を
経
た
今
年
は
、
恰
も

ス
ミ
ス
生
誕
役
満

二
百
年
に
相
當
す
る
が
た
め
に
、
東
京
.
京
都
等

3) 同 上,232頁
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説

苑

「臨

民
の
富
」
の
ダ
ず

厳

に
つ
い
て

第
+
七
巻

〔第

一
號

七
二
)

七
二

で
彼
れ
の
記
念
會
が
催

さ
れ
、
同
職

に
国
書
の
展
覧
會
が
行
は
れ
π
が
、
そ
れ
を
機
會

に
、
東
京
方
面
で
は
如
何

な
る
版
本

が
出
陳

さ
れ
セ
の
で
あ
ら
う
か
P

私
は
親
し
く
参
観
す
る
こ
`
も
出
來
ず
、
ま
た
其
の
出
陳
目
録
を

入
手
す
る
こ
毫

出
来
な
.い
の
で
、
委
墾

明
か
に
し
な

い
が
、
た
義

が
経
済
學
會
の
催
し
だ
国
書
記
念
物
展

覧
會
の
出
品
物
に
つ
い
て
確

め
得
た

一
二
の
事
實
を
、
次
に
記
録
し
て
置
き
た
い
ピ
思
ふ
。

↓
七
八
五
年
に
山
院

「
諸
国
民
の
富
」

の
ダ
ブ
リ
ン
版
は
、
長
崎
高
等
商
業
學
校

の
武
藤
激
授
の
藏
本

ε
し
て

コ

マ

し

吾

々
の
展

覧
會

に
出
陳

さ
れ
て

る
た
が
、
置就

い
て
見

る

ε
.

そ
の
扉

に
は
咀

か
に
第
四
版

ε

し

て
あ
る
。
(獲
行

者

そ

の
他

を
明
か

に
す

る
た

め
に
、

そ

の
扉
第

一
巻

の

全
艦
を

複
寫

し
て
之
を
前

頁

に
掲

げ
π
)
。

そ
こ
で
求
ナ

ア
は

之
を

以
て
原
本

の
第

四

版

を

葺

p
富

し
た
も
の

ご
看
做

し
π
の
で
あ
ら

う
。
し

か
し
原
本

の
第
四
版
は

一

七
入
六
年

岳

て
穿

・
書

し
て
砦

綾

ξ

れ
て
る
る
ダ
ブ
・
・
本
の
第
四
版
は
、
そ
の
前
年

の

忌

八

五
年

に
出

て
み
る
の
で
め
る
。
冨

記

し
た
鵜

さ
れ
て
る
る
も
の
が
、
冨

・。

さ
れ
た
も
の
よ
り
、

一
年
発
き

に

出

て

み

る

の

で

あ

る

。

そ
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議
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巴

己

謂
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け
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。
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の

巻

頭
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る

著
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の

円
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①
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る

。
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説

苑

「踏
固
民
の
富
」
の
ダ
ブ
リ
ン
版
ド
つ
い
て

・
第
+
七
巻

(第
一
號

七
四
)

七
四

う
。

さ
う
し

て
本

當

の
第
四
版

は
、
更

に
菓

の
翌
年

の

一
七
八
六

年

に

ロ
ソ
ド
ソ
か
ら

出

た
の
で
あ

る
。

な
ほ
全

っ
此

の
ダ
ブ

ヲ
ソ
版

の
特
徴

ε
す

べ
き

も

の
は
、

第
二
巻

の
索
引

の
前

に
.
暫
毛
.
ロ舞

が
四
頁
附

い

て

み

る

こ

ε

で

あ

る

。

さ

う

し

て

、

そ

の

趨

瀦

巳

署

の

前

置

に

は

、

次

の

如

き

衣

字

が

あ

る

。

穿

の
耳

。
窪

。
藍
屋

〉
§

巨

田
舞

ひ・
息

合

巴

冒

。
銭

①=

。
白
g
寳

p
8

p
巳

8
魯

舅

尋

巴

一=

巴
費

H戸
9
①

宰

旨

9

口
℃
p。
『
。
「

け冨

局
。
葺

プ

ゆ
。
。
ぎ

8

乙
①
三

品

話

月
。
品

品
④
9
・
一蔭

δ

子
①
言

ぎ

守

「旨

皿

閃
謬

ε

・

穿

ω

ズ
留
9

「・
H

び
。幕

く
ρ

同5
p
同

'

島
9
①
星

目

。
三

ぎ

只
∩
・
母
∩
).
。
口

。
9

>
∩
∩
。
=
口
門・∩
・

こ

れ

は

ロ

ン

ド

ン
版

第

三

版

〔
全

三

巻

)
の

第

二

巻

の
末

尾

に

あ

る

も

の

、
複

爲

で

あ

ら

う

。

ボ
ナ

ア
及

び
小
泉

敏
授

の
言

は

る

、
ダ
プ
リ

ソ
版

の
第

五
版

ε
は
、
果

し

て
如
何

な

る
も

の
で
あ
略

う
。

不
幸

に
し
て
私

は
之
を
手

に
す

る
こ
ε
が
出

京
な

い
。

セ

だ
小
泉
漱
授

の
言
は

る
る

一
七

七
六

年

の
ダ
ブ
リ

ン
刊

行

の

第

一
版

(八

ッ
折

、
3
冊
本

)
な

る
も
の
は
、
我
が
大

學

の
戯

書
中

に
も
在

る
。
試

に
其

の
第

一
巻

の
扉

の
塗
膜

を

複
寓
す

れ
ば
、.
改
頁

に
示
す
や
う

で
あ

る
。

帥
ち
書

名
-
著
者
名
、
著
者

の
肩
書
、
巌

行
年
代

等
は
、

ロ
ン
ド

ン
版

の
第

一
版

ε
全
く
同
じ

で
あ

っ
て
、
た

だ
其

の
冊
数
及

び
獲
行
者

を
殊

に
す

る
の
み

で
あ

る
。
な

ほ
之
を
前
記

の

一
七
八
五

年
刊

行

の
ダ
。ブ
リ

ソ
版

ご
比
.

較
す

る

に
、
合

同
蛮
行
書
肆

の
名
前

に
若
干

の
出

入

が
あ

る
が
、

≦

・
∩
。
=
。
。。層
冨
。
9
二
験

層
乏
二
・。。詳
こ

Φ
ロ
三
富

等

,

■
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誘

苑

諸
国
民
の
富
の
ダ
ブ
リ
・
版
に
つ
い
て

第
+
七
巻

(笙

號

圭

ハ)

七
夫

の
名
前

は
・
そ

の
両
者

に
逝

じ
て
る

る
。

も

し

一
七
八

五
年
刊
行

の
ダ
ブ

ワ
ソ
本

を
以

て
、
.
ロ
ソ
ド

ソ
本

の
版
椹

侵
婁

高

じ

て
差
支
な
い
な
ら
ば
、
・
の
ダ
ブ
・
ソ
爽
行
の
謂
ゆ
・
第

液

も
、
等
し
-
版
覆

審
本

旛

す

る

も

の

で

め

ら

う

。

・

ダ
ブ

リ

ン
刊

行

の
も

の

に
・

こ
の
第
、一
旗

の
ほ

か
、

な

ほ
第

二
版

、
第
三
版

ご
構
す

る
も

の
あ
り
ゃ
否
や
、
葬

に
謝
す
る
こ
ご
は
出
甕

け
れ
こ
も
、
も

し
何
庭
か
ら
も
其
の
實
物
が
出
て
來
な
け
れ
ば
、
最
初
か
ら
ダ
ブ
リ
ン

杏

は
・
第
二
版
及
び
第
三
版
が
な
か
っ
た
も
の
雍

寇
し
て
、
恐
ら
-
間
違
あ
・
き

。
ε
い
ふ
鐸
は
原
本

の

第
二
版
は
笙

警

甚

し
き
差
異
を
有
薙

の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
ダ
ブ
リ
ン
刊
行
の
も
の
が
智
利
業
者
の
電
な
.

る
備

版
で

め
る
ε
す

れ
ば
・
強

い
て
第

一
版

の
手
組
を

改

め
る
必
要

が
な

い
か
ら

で
あ

る
。
な

ほ

ダ

。フ

・

.
版

は
、
原
本

の
第

三
版
を
複
刷

し

て
之

を
第
四
版

ε
號

し

て

み
る
の
だ

か
ら

、
そ
の

ダ
。ブ
リ

ソ
版

に
第

三
版

が
な

い

の
は
、
當

然

で
あ
ら
う

。

極

め
て
些
細

の

こ
ε
な
が
ら

、

ス
・三

記
念
會

の
各

地

に
お
い
て
開
讐

れ
た
事
を

機
會

ε
し
て
、
弦

に
以
上

の
こ
ざ
だ
け
を

記
録
し

て
置

く
。

も
し
更

に
何
人

か
の

注
意

に
よ
り
、

一
層
精
確

な

る
事
實
を

知
る

こ
ご
が
出
家
.

れ
ば
私

の
喜

び

ご
す

る

ε
こ
ろ
で
あ

る
。

嘲


